
県立中学校の入試制度が

変わります！
　県立中学校は、中高６年間の一貫した教育活動によって、郷土の未来を担う生
徒の育成を目指す併設型中高一貫教育校です。平成１４年に設立以来、よりよい
教育環境の整備と教育の質の保証に努めてきました。県教育委員会では、これか
らの県立中学校の教育活動が一層充実するよう、平成２６年度の入試制度から、
次の２点の改定を行います。

（１）入学定員について
　県立中学校では、選考に当たって男女の生徒数のバランスという視点が入って
いなかったために、結果として、入学者の偏りとそれに伴う教育上の課題が生じて
います。例えば、男女別に行う部活動に支障が起きていることなどです。こうした
現状の課題に対応するために、男女別の入学定員を設定することとしました。

（２）適性検査について
　高知県では、現在、全国学力・学習状況調査や高知県学力定着状況調査を活用
して、義務教育の各段階において必要な学力の定着状況の把握と指導改善の取
組を系統的に進めています。これらのことをふまえて、県立中学校の入試において
も、本県が進めている取組の継続性の上に立って、中高６年間の一貫した教育活
動を受けるのに十分な適性を有する人物であるかどうかを、より的確に判定でき
るように、適性検査の改善を図ることとしました。
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１．入試制度の改定の経緯１．入試制度の改定の経緯

検査等及び面接
●志願理由書
●適性検査：中高一貫教育校への
　意欲や適性をみる問題を出題、45分 
●作文：400字程度、45分
●面接：個人または集団での面接

検査等及び面接
●志願理由書
●適性検査：中高一貫教育校への
　意欲や適性をみる問題を出題、
　適性検査Ａ・Ｂともに各40分
●作文：400字程度、45分
●面接：個人または集団での面接

現行 改定

入学定員
県立安芸中学校　　70名

県立高知南中学校  120 名

県立中村中学校　　70名

入学定員
県立安芸中学校　　70名
（男女各 35名程度）
県立高知南中学校  120 名
（男女各 60名程度）
県立中村中学校　　70名
（男女各 35名程度）

現行 改定

現在の小学６年生が受験する平成２６年度入試から

２．入試制度の改定の内容２．入試制度の改定の内容

裏へ続きます。



3．入試の日程

　今回の改定によって、入学定員を男女同数程度と設定します。したがって、合格者を決定する

際に、男女のバランスに配慮した選考を行うことになります。

　ただし、合格者は、志願理由書、適性検査や作文、面接の結果に基づき、総合的な判断によっ

て決定しますので、必ずしも合格者が男女同数になるとは限りません。例えば、男子の合格者数

が入学定員に達しないときには、その人数分の女子を合格者とする場合などがあります。

入学願書・
受検票等の
配布
平成26年
1/8（水）～

平成26年
1/27（月）～
1/30（木）

平成26年
2/15（土）

平成26年
2/20（木）

出願期間 作文・
適性検査
及び面接

入学意思
確認書の
提出

1
改定の
ポイント

入学定員を男女同数程度とします

2
改定の
ポイント

適性検査をＡ・Ｂの２種類課します

平成26年
2/21（金）～
2/27（木）

■県立中学校入試に関する詳しい内容等については、「平成26年度高知県立中学校入学の手引」をご覧ください。

高知県教育委員会事務局高等学校課
高知市丸ノ内１丁目７番５２号
TEL：088-821-4850   FAX：088-821-4547
e-mail：311701@ken.pref.kochi.lg.jp
URL:http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/311701/
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　今回の改定によって、次のように、適性検査を２種類行います。

◆検査内容
　適性検査Ａ・・・主として言語・コミュニケーションや社会生活における適性をみる問題

　適性検査Ｂ・・・主として数理や自然科学における適性をみる問題

◆出題範囲・・・・どちらも、小学校で学習するすべての内容
◆検査時間・・・・適性検査Ａ・Ｂともに、それぞれ４０分
　適性検査Ａ・Ｂのどちらにおいても、全国学力・学習状況調査や高知県学力定着状況調査と

同様に、基礎的・基本的な学習内容の定着をみる問題と思考力・判断力・表現力をみる問題の両

方を出題します。そのことで、現行の学習指導要領が求める学力観に基づいて、中高６年間の一

貫した教育活動を受けるのに十分な適性を有する人物であるかどうかを、より的確に判定できる

と考えています。

入学
予定者の
発表


